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１．はじめに

本研究の目的は，幼児・児童・生徒の歌唱技能の実態を分析し，各発達段階での達成課題を

明確にした歌唱指導カリキュラムを開発することにある。

幼稚園教育要領では，身近な周囲の事物との関わりを通して感じたことや考えたことを自分

の声を含む様々な素材や手段の特性を生かして表現することが求められている(文部科学省

2008a)。また小学校では，表現の支えとなる歌い方を身に付け，自分の声と周囲の声を調和さ

せながら歌うこと(文部科学省 2008b)，さらに中学校では，音楽の背景となる文化と関連付け

ながら曲種に応じた発声をするなど，表現に必要となる技能を獲得することが求められている

(文部科学省 2008c)。しかしながら，音や音楽で遊び表現する段階から，楽曲の特徴にふさわ

しい表現技能を獲得し，自律的に表現を追求していく段階までを見通した長期的で具体的な歌

唱指導計画は明確にはなっておらず，各学校・各学年の実態に応じて個別に指導されているの

が現状である。

幼稚園から中学校に至る10年間は歌唱表現のための基礎的技能を形成する上で重要な時期で

ある。この時期に歌うことについての苦手意識を獲得した場合，それは永続的な自己像となり，

将来の音楽的な発達の見通しを危うくすることが指摘されている(Custodero 2010)。

歌唱領域の基礎的技能の指導については，呼吸法や発声法について海外の理論を紹介する研

究はあるものの(佐々木 2008, 虫明・黒井 2010)，幼・小・中を見通した長期的な展望に基づく

系統的・発展的な指導法についての研究はない。

そこで本研究では，特に歌唱の基礎的技能である姿勢や呼吸法・発声法などの身体的技能を

中心に，系統的・発展的指導の可能性を検討する。
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いうまでもなく歌唱技能の発達は，他の領域における知識・技能の発達と無関係に進むわけ

ではない。例えば、鑑賞領域における音楽理解は、声部の役割を考えながらそれにふさわしい

歌い方を工夫していく上で必要不可欠である。しかしながら本研究では，表現の工夫にかかわ

る内容には踏み込まず，その土台となる身体的技能および自分の声や他の声部を聞きながら歌

う力の領域に研究対象を限定している。

小学校高学年や中学校で求められる全体の響きの構築を目標とし，個々の幼児・児童・生徒

の技能習得の段階から，お互いの声を聴き合い相互批評しながら全体の響きを主体的につくり

上げていく段階までを見通した歌唱指導カリキュラムの開発を目指すところに本研究の特色が

ある。

２．研究の方法

まず小・中学校各段階の児童・生徒の歌唱技能の実態について，附属小・中学校音楽科担当

教員からの聞き取り調査を行った。この調査に基づき，授業の中で課題となっている歌唱技能

の領域を観点として抽出し，後述する授業観察シートを作成した。この授業観察シートを用い

て，研究者全員による小・中学校授業観察を行い，児童・生徒の歌唱技能の実態について詳細

に調査した。この調査結果に基づき，歌唱領域における小・中学校を見通した歌唱領域の達成

課題系列を作成した。

３．宮崎大学附属小・中学校における児童の歌唱技能の実態

⑴ 授業者から見た児童・生徒の歌唱技能の実態

宮崎大学附属小・中学校で音楽の授業を担当している�名の教員に対し，児童・生徒の歌唱

技能について現状で課題となっている点を挙げさせた。

小学校低学年での課題として挙げられたのは次の�点である。

① 声を張り上げて叫ぶように歌う子どもがいる。頭声的発声はできていない。

② 口の開け方に個人差がある。

③ 歌うときに集中力が途切れる子どもがいる。

④ 音やテンポがずれてもわからない子どもがいる。

授業者から見て小学校低学年で課題となっていることは，主に集団で協調して歌うことへの

意識や態度であることがわかる。

小学校中学年では，次のような発声技能や声質に関する課題が挙げられている。

① 歌う姿勢が崩れることがある。

② 高い声は完全な裏声である。歌いやすい音域と高音域の切り替えが難しい。

③ ゆっくりとしたやさしい感じの曲では声を響かせようとするが，元気のよい曲になる

と話し声に近い声で歌う傾向がある。

④ 響きのある声で歌うと声量がなくなる。
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小学校高学年では声質の課題に加え，正確な音程についての課題や互いの声を聴いてハーモ

ニーをつくることに関する課題が増えている。

① 高い音は上ずり，低い音は下がり気味になる。

② 自分のパートを歌うことに必死になっており，互いの声を聴き，ハーモニーをつくる

ことが難しい。

③ 和音がきれいに重なっているかどうかの判断ができない子どもが多く，聴くことの経

験不足を感じる。

④ 高い声はまだ裏声の子どもが多い。また，特に男子は低い声は地声になりがちである。

⑤ 言葉が不明瞭。

⑥ 口がほとんど開かない子どもが各クラスに数人ずついる。

⑦ 声変わり途中の子どもは，低く歌ったり高く立ったりするのは歌いづらそうである。

また，周りの子どもと高さが違うことで自信がもてない様子もうかがえる。

小学校で指摘されている発音・発声に関する課題は中学校段階でも指導の対象となっている。

① 手を後ろに組み，「休め」のように片膝に重心をかけて立っている。

② 喋るときと同じ発音になっている。

③ 顎の先が前に突き出ており，のどの奥が開かず，顎関節の開閉を使えない。

④ 声に勢いがいない。

⑤ ブレスの時間が長い。

⑥ 言葉が不明瞭。

⑦ 大きな声で叫ぶように歌う	年生。

⑧ 男声（特にバス）のピッチが下がり気味。

⑨ 声量をセーブさせるとピッチが下がる。

姿勢や呼吸などの身体的コントロールや正確な音程など，基礎的技能における課題が一貫し

て報告されていること，学年が進み，教材楽曲の音域が広がるとともに，分かれて歌う声部が

増えていくにつれてこれらの基礎的技能の不足を原因とする演奏上の問題が顕著になっていく

ことがわかる。

⑵ 授業観察シートの作成および授業観察

授業者からの聞き取り調査によって明らかとなった児童・生徒の歌唱技能に関する課題を次

の
つの領域に分類した。

① 姿勢・態度に関する課題

② 身体の使い方に関する課題

③ 発声に関する課題

④ 全体の響きに関する課題

⑤ メタ認知に関する課題
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①の姿勢・態度に関する課題は，歌う行為に向かうための気持ちの切り替えや集中力の維持

に関する内容である。具体的には歌っている間，前を向いてまっすぐ立つ姿勢を持続するとい

う基本的な歌唱態度を身につけさせることが課題となっている。

②の身体の使い方に関する課題は，呼吸を含む発声の基礎となる効率的な運動感覚に関する

内容である。腹式呼吸の習得が課題の中心となる。

③の発声に関する課題では，十分な共鳴を持つ頭声的な声質の獲得と，声域間のなめらかな

移行が求められる。

①〜③が主に個人の歌い方に関する課題であったのに対し，④の全体の響きに関する課題は，

集団で美しい響きをつくることが課題となる。各声部の役割を理解して，バランスを考えた歌

い方が必要となる。

⑤のメタ認知に関する課題は，歌っている自分や友達の状態をモニタリングし，評価するこ

とに関する内容である。

この
つの領域についての幼稚園を含む各発達段階での主な課題を表	のように整理した。

この
つの観点に基づき，研究者全員で小・中学校各段階の歌唱授業の観察を行い，児童・

生徒の実態について調査を行った。その際，表�に示す授業観察シートを作成し，これに児童・

生徒の歌唱時の各課題領域に関連する行動を記入する形でデータ収集を行った。

対象となった授業の指導計画は，資料	〜�に示す通りである。

１）姿勢・態度に関する課題

小学校低学年では，机によりかかったり椅子にもたれたりするなど，基本的な歌う姿勢が作

られていないことや，歌うことに集中できず立ち歩いたり後ろを向いたりする姿についての指

摘が多かった。中学年になると音楽に合わせて身体を動かしながら歌うなど，歌うことに気持

ちが向いている姿が見られるようになっている。しかしながら立っている持続できず，ふらふ

らと不安定になる様子も見られた。高学年では，立っているときの姿勢だけでなく座っている
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ときの姿勢も不安定であることが指摘された。こうした姿勢に関する問題は，中学校では少な

くなっている。しかし立っているときに一方の足に重心をかけた「休め」の姿勢が一部の生徒

に見られた。

２）身体の使い方に関する課題

小学校では低・中・高学年を通じて，体幹を意識して安定して立つことができていないこと

や，背中が曲がって身体の軸が不安定になっているために，横隔膜を十分に使えず，息がしっ

かりと吸えていないことが指摘された。中学校では，肩やあごに力が入っている様子が観察さ

れた。

３）発声に関する課題

低学年の男子に多かったのが，叫ぶように歌う姿である。話すための声と歌うための声を使

い分けることができていない様子が観察された。中学年では，教師に注意を与えられることに

より頭声的発声で使えている子どももいるが，全体的にはまだ中・低音域の声がやや叫び声に

近かった。高学年では，女子はほぼ頭声的発声ができており，声が整っていた。しかし変声期

に入った男子の声がバラバラで，高音域になると声を出すことへの意欲が低下する様子が見ら

れた。中学校では，男声も女声も豊かな響く声に近づいている。しかし声域によっては密度の

低さや土台となる声づくりの必要性が指摘された。
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４）全体の響きに関する課題

低学年では，全体で歌っている意識が乏しく，周囲と声をそろえることができていない。中

学年では，声部の役割に意識が薄く，自他のパートを聴き合って歌えていないことが指摘され

た。高学年では，自分たちの歌声について他のパートの動きを理解した振り返りの発言ができ

るようになっているが，バランスへの留意が不足している。中学校では響きを合わせるために

周囲を気にする生徒の姿があるなど，全体の響きへの意識が高まっている様子がうかがえた。

５）メタ認知に関する課題

低学年では，教室の前に出て歌う友だちの歌声について「いい声」「そろってすてき」など声

質や間違いの有無などについての指摘ができていた。中・高学年では，録音を聴くことにより

「高い音が小さくなる」「バランスが悪い」など，より高度な分析ができるようになっている。

中学校では，練習中に自分たちの歌声をモニタリングすることができるようになっており，自

分たちの演奏をよりよくするための会話を演奏後に行う姿が見られるようになっている。

４．達成課題系列

授業観察結果を整理することにより，表	に示した各発達段階での主な課題を修正する形で，

幼・小・中学校を見通した歌唱領域の達成課題系列を表�のように作成した。

このとき配慮したのは次の�点である。

① 姿勢・態度では，立っているときの姿勢と座っているときの姿勢の両方について，教

師の指示を聞いて形成・持続できる段階から，教師の指示がなくても自主的にその姿

勢を持続できる段階へと発展するようにした。

② 身体の使い方の領域は，歌うための呼吸に関する課題に限定し，横隔膜を十分に使っ

てフレーズにあった息の使い方ができる状態を目標とした。

③ 幼稚園の段階から，話したり，叫んだりする声と歌う声の違いを意識させるようにし，

低音域と高音域で胸声的発声と頭声的発声をスムーズに使い分けられることを目標に

した。

④ メタ認知は，自己評価とあらため，友だちの演奏や録音を聴いて声質や音程について

評価できる段階から，歌いながら評価できる段階へと発展するようにした。

⑤ 全体の響きについては，直接的に操作の対象となる課題というよりも他の�領域の課

題が達成されたときに実現すると期待される目標状態（〜している）として右端に示

した。

⑥ 中学校段階では，すべての領域について相互批評できることを課題とし，より主体的

な歌唱行動も目標とすることにした。

５．今後の課題

今年度の研究では，授業者自身の振り返りと授業観察シートを用いた児童・生徒の歌唱技能

の実態調査から，各発達段階における達成課題系列を作成することができた。この達成課題系

列を参照することにより，各学年の歌唱授業を計画・実施する際，どのような力をどの程度ま

で引き上げることを目指すべきか，その目標を定めることが容易になると考える。

80



幼・小・中連携による歌唱技能の発展的指導

─歌唱領域達成課題系列の作成─

特に強調したいのは，中学校段階で演奏中に自分たちの演奏状態をモニタリングし，解決す

べき問題を発見できることを目標とする自己評価領域の課題系列を設定したことである。学習

指導要領の中で鑑賞領域における言葉による批評の重要性が強調される一方で，表現領域にお

いて自分たちの演奏の質について評価し，自律的に調整する力をどのように育てていけばよい

のかについてはこれまであまり論じられてこなかった。しかしながら質の高い全体の響きを作

り上げるためには，演奏者自身が自分たちの演奏をメタ認知的に評価し，改善すべき課題を発

見する力が不可欠である。

来年度以降の研究では，今回作成した達成課題系列に基づき，個々の児童・生徒の達成状況

をより詳細に評価するとともに，それぞれの発達段階における目標段階へ到達させるための具

体的な指導方法について検討していく。
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